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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 3,792 39.6 104 △50.7 119 △45.1 89 △46.4

2025年３月期第１四半期 2,716 13.1 211 87.4 218 78.8 166 103.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 27.61 27.45

2025年３月期第１四半期 51.62 51.32

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 24,656 14,700 59.5 4,531.23

2025年３月期 25,000 14,796 59.1 4,560.75

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 14,676百万円 2025年３月期 14,772百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 - 0.00 - 70.00 70.00

2026年３月期 -

2026年３月期（予想） 35.00 - 40.00 75.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 7,500 34.6 380 258.6 410 200.4 290 163.2 89.53

通期 13,900 4.2 700 14.4 750 9.9 530 △1.2 163.63

１．2026年３月期第１四半期の業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 3,248,548株 2025年３月期 3,248,548株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 9,522株 2025年３月期 9,522株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 3,239,026株 2025年３月期１Ｑ 3,235,056株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料６ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記(３)四半期財務諸表に関する注記事項(四半

期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記)」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に

ついては、添付資料２ページ「１. 経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績・所得環境の改善による経済活動の活性化やインバウン

ド需要の増加等から、緩やかな回復基調が続いております。世界経済については、地政学リスクの継続に加えて、

米国の関税政策の発動により、不確実性の高まる状況となっております。

外航海運業界は、大型船のみならず近海船建造の造船所においても３、４年先まで船台が埋まっている状況で、

新規の商談は2029～2030年の船台となっています。当社の主要マーケットである内航海運業界におきましては、引

き続き船価高の状態は続いておりますが、船員不足と船舶の老朽化が顕著になってきた影響から、輸送能力の維

持・確保に向けて大手オペレーターを中心に用船料の改善がなされ、これを受けて多くの船主が代替建造に向けて

船台予約に動いた結果、５、６年先までの船台予定を立てている造船所も出てまいりました。また、海外向け案件

につきましても、タンカー系を中心に受注が回復しており、引き合いも増加傾向を示しております。

このような企業環境のもと、当第１四半期累計期間の経営成績につきましては、受注高は、主機関の受注は横這

いだったものの部分品が減少したことから、前年同期比2.5％減の4,194百万円となりました。売上高については、

主機関が大幅に増加したことから、前年同期比39.6％増の3,792百万円となりました。受注残高は前年同期比4.5％

減の7,410百万円となりました。

損益面につきましては、営業利益は104百万円（前年同期比50.7％減）、経常利益は119百万円（前年同期比

45.1％減）、四半期純利益は89百万円（前年同期比46.4％減）と、売上高の大幅増加に反し、利益は減少する結果

となりました。これは、主機関の輸出案件の販売台数が急増する一方、海外での出張据付作業が集中したことや原

価率の高い購入機器の部品販売が集中したことが主因であり、想定内の状況です。従いまして、現時点では業績予

想には影響を及ぼさないとみております。

事業区分別では、主機関の売上高は、近海船向け２サイクル機関の出荷が増加したことから2,428百万円（前年

同期比92.6％増）となりました。部分品等の売上高は、国内の部分品・修理工事や、舶用事業以外のＣＭＲ（鋳

造・金属機械加工）とも減少したことから1,364百万円（前年同期比6.3％減）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は12,637百万円となり、前事業年度末に比べ388百万円減少いたしま

した。これは主に受取手形及び売掛金が369百万円、有価証券が100百万円増加したものの、現金及び預金が571百

万円、製品が245百万円減少したことによるものであります。固定資産は12,019百万円となり、前事業年度末に比

べ44百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が13百万円、投資その他の資産のその他に含まれる繰延税

金資産が19百万円減少したものの、無形固定資産が21百万円、投資有価証券が58百万円増加したことによるもので

あります。この結果、総資産は24,656百万円となり、前事業年度末に比べ343百万円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は6,715百万円となり、前事業年度末に比べ267百万円減少いたしまし

た。これは主に受注損失引当金が93百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が195百万円、賞与引当金が132百

万円減少したことによるものであります。固定負債は3,240百万円となり、前事業年度末に比べ18百万円増加いた

しました。これは主に退職給付引当金が19百万円増加したことによるものであります。この結果、負債合計は

9,955百万円となり、前事業年度末に比べ248百万円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は14,700百万円となり、前事業年度末に比べ95百万円減少いたしま

した。これは主に利益剰余金が137百万円減少したものの、その他有価証券評価差額金が41百万円増加したことに

よるものであります。この結果、自己資本比率は59.5％（前事業年度末は59.1％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月12日に公表いたしました業績予想の修正は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,469,225 4,897,878

受取手形及び売掛金 2,935,140 3,304,961

電子記録債権 976,756 980,298

有価証券 100,000 200,000

製品 414,786 168,990

仕掛品 1,969,750 1,898,219

原材料及び貯蔵品 971,632 1,033,172

その他 188,430 153,707

流動資産合計 13,025,721 12,637,228

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,324,650 1,329,580

構築物（純額） 140,532 141,907

機械及び装置（純額） 664,396 940,300

車両運搬具（純額） 2,611 2,121

工具、器具及び備品（純額） 253,398 241,386

土地 5,817,871 5,817,871

建設仮勘定 325,545 42,411

有形固定資産合計 8,529,007 8,515,579

無形固定資産 442,634 463,787

投資その他の資産

投資有価証券 1,943,997 2,002,649

その他 1,086,772 1,065,225

貸倒引当金 △27,800 △27,800

投資その他の資産合計 3,002,969 3,040,074

固定資産合計 11,974,611 12,019,441

資産合計 25,000,333 24,656,670

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,592,500 1,396,824

電子記録債務 1,295,679 1,278,750

未払法人税等 133,346 44,811

契約負債 2,432,128 2,477,032

賞与引当金 249,000 116,100

製品保証引当金 11,064 10,764

受注損失引当金 243,400 336,400

その他 1,025,304 1,054,726

流動負債合計 6,982,423 6,715,409

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 1,516,173 1,516,173

退職給付引当金 1,436,495 1,455,995

その他 268,710 268,181

固定負債合計 3,221,378 3,240,349

負債合計 10,203,802 9,955,759

純資産の部

株主資本

資本金 829,055 829,055

資本剰余金 71,476 71,476

利益剰余金 9,886,569 9,749,277

自己株式 △12,633 △12,633

株主資本合計 10,774,467 10,637,175

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 696,249 737,922

土地再評価差額金 3,301,663 3,301,663

評価・換算差額等合計 3,997,913 4,039,585

新株予約権 24,150 24,150

純資産合計 14,796,530 14,700,911

負債純資産合計 25,000,333 24,656,670

- 4 -

阪神内燃機工業(株)（6018）2026年3月期第1四半期決算短信（非連結）



（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 2,716,721 3,792,641

売上原価 2,075,817 3,149,616

売上総利益 640,904 643,024

販売費及び一般管理費 428,980 538,548

営業利益 211,924 104,476

営業外収益

受取利息 357 4,714

受取配当金 2,325 5,413

為替差益 － 1,663

その他 4,994 3,847

営業外収益合計 7,677 15,639

営業外費用

為替差損 411 －

賃貸費用 692 172

その他 204 0

営業外費用合計 1,309 173

経常利益 218,292 119,941

特別利益

偶発損失引当金戻入額 10,700 －

特別利益合計 10,700 －

特別損失

固定資産処分損 － 5,045

投資有価証券評価損 － 2,456

特別損失合計 － 7,502

税引前四半期純利益 228,992 112,439

法人税等 62,000 23,000

四半期純利益 166,992 89,439

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

減価償却費 121,182千円 132,499千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

当社は舶用機関関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用の計算については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更に関する注記）

　　　該当事項はありません。
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（単位　百万円：未満切捨）

区分
前年同四半期(累計） 当四半期(累計）

対前年同四半期
増減率〔 2024.４.１から 〕 〔 2025.４.１から 〕2024.６.30まで 2025.６.30まで

受

注

高

主機関 2,845 66.1％ 2,829 67.5％ △0.6％

部分品・修理工事 1,456 33.9％ 1,364 32.5％ △6.3％

合計 4,301 100.0％ 4,194 100.0％ △2.5％

受

注

残

高

主機関 7,756 100.0％ 7,410 100.0％ △4.5％

部分品・修理工事 － － － － －

合計 7,756 100.0％ 7,410 100.0％ △4.5％

区分
前年同四半期(累計） 当四半期(累計）

対前年同四半期
増減率〔 2024.４.１から 〕 〔 2025.４.１から 〕2024.６.30まで 2025.６.30まで

主機関 1,260 46.4％ 2,428 64.0％ 92.6％

（うち国内） (1,148) (42.3％) (1,302) (34.3％) （13.4％)

（うち輸出） (111) (4.1％) (1,125) (29.7％) （906.5％)

部分品・修理工事（CMR除く) 1,295 47.7％ 1,236 32.6％ △4.6％

（うち国内） (995) (36.7％) (910) (24.0％) (△8.6％)

（うち輸出） (299) （11.0％) (326) （8.6％) （8.9％)

ＣＭＲ（国内のみ） 160 5.9％ 128 3.4％ △20.4％

合計 2,716 100.0％ 3,792 100.0％ 39.6％

（うち国内） (2,305) (84.9％) (2,340) (61.7％) (1.5％)

（うち輸出） (411) (15.1％) (1,451) (38.3％) (252.9％)

３．補足情報

（1）受注及び販売の状況

①受注の状況

②販売の状況
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ひ び き 監 査 法 人

大阪事務所

代 表 社 員
公認会計士 松 本 勝 幸

業務執行社員

代 表 社 員
公認会計士 卜 部 陽 士

業務執行社員

独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年７月30日

阪神内燃機工業株式会社

取締役会　御中

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている阪神内燃機工業株式会社の2025年4月1日から2026

年3月31日までの第161期事業年度の第１四半期会計期間（2025年4月1日から2025年6月30日まで）及び第１四半期累計

期間（2025年4月1日から2025年6月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算

書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい

る。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重

要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関

する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状

況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行

う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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